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米国デジタル政府戦略報告：ＮＡＳＡ（2013-2014） 1 

Mission： 

ＮＡＳＡは未来の宇宙探査、科学的発見、航空宇宙研究に挑戦し続けています。 

 

 

・NASAのミッションを達成するための戦略 

図 1の本部組織でミッションを達成します。 

 

図 1 NASA本部組織：総局 

 航空工学（Aeronautics）総局： 

新しい飛行技術を開拓して証明し、探査及び地球での実用的な応用をするための能力を向上さ

せます。 

探査システム（Exploration Systems）総局： 

人間とロボットによる入手可能かつ持続可能な新しい宇宙機と可能性を創造します。 

科学（Science）総局： 

地球、月、火星、そしてそれ以遠の天体の探査や、新しい発見までの最短ルートを地図に示し、社

会のために地球及び宇宙探査で得た利益を提供します。 

宇宙オペレーション（Space Operations）総局： 

スペースシャトル、国際宇宙ステーション、飛行支援を通して、NASAの重要な技術を提供します。 

デジタル政府戦略 

4.2実施計画（ＮＡＳＡのデジタルサービスの開発と提供のためＮＡＳＡのガバナンスを確立する）に

対応して、NASAは、「可能な限り既存の組織とプロセスを基盤とする」という諮問グループの勧告

に従っています。NASAのデジタル戦略担当チームは、現在のガバナンス構造とのギャップを突き

止めるために、デジタル戦略で指摘されている情報、プラットフォーム、プレゼンテーションを目安

に、デジタルサービスに必要な決定を連邦政府ウェブサイト・デジタルサービスのチェックリスト 

とデジタルサービス・プレイブックで確認しました。詳細はここ here. 

戦略目標 A. 

情報中心(第一原則)：デジタル情報を探す 

戦略目的 1. 

オープンデータ、コンテンツ、および Web API を新しい情報基盤とする。 

実施計画：1.2.すべての新しい ITシステムがオープンデータ、コンテンツ、Web APIのポリシーに従

っていることを確認し、ＮＡＳＡデータとWebサービスを使用してアプリケーションを構築する開発者

のためにＮＡＳＡのリソースをＮＡＳＡホームサイトを通して提供する。（進行中） 

https://www.nasa.gov/agency/digitalstrategy/index.html
https://www.google.co.jp/search?q=Strategic+Goals+NASA&tbm=isch&tbo=u&source=univ&sa=X&ved=0ahUKEwiBrOT6iL3XAhWFa7wKHce7Aa0QsAQIWg&biw=1096&bih=647#imgrc=BwVzD8pRPG2DNM:
https://www.nasa.gov/
https://www.dawnbreaker.com/portals/space/nasa-organization/
https://www.nasa.gov/aeroresearch
https://www.nasa.gov/directorates/heo/index.html
https://science.nasa.gov/about-us
https://www.nasa.gov/directorates/heo/index.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%88%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%AE%87%E5%AE%99%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://www.nasa.gov/pdf/55413main_30%20SFS.pdf
https://www.nasa.gov/agency/digitalstrategy/index.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%90%E3%83%8A%E3%83%B3%E3%82%B9
https://www.digitalgov.gov/resources/checklist-of-requirements-for-federal-digital-services/
https://playbook.cio.gov/
http://www.nasa.gov/open/digitalstrategy/governance.html
http://qiita.com/NagaokaKenichi/items/df4c8455ab527aeacf02
http://qiita.com/NagaokaKenichi/items/df4c8455ab527aeacf02
https://www.nasa.gov/
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・日程計画 1.2.1.オープンを基盤とする新しい ITシステムを構築するための文書政策を作成する。 

ＮＡＳＡは設立当時から、情報情報公開を基本方針としてきた、現在連邦政府のオープンデータ方

針に、ＮＡＳＡの方針が沿っているか確認をしている。さらに、機械可読データ、と運用基準を情報

アーキテクチャ管理イニシアチブとして追加している。 

・日程計画 1.2.4.オープンデータのデータ資源（ＥＤＩ）整備を実施する。 

2014年現在で地球科学 1000データセット、宇宙科学 51セット、宇宙工学 50セット、有人飛行 375

セット、航空工学５５セットを保有している。各ミッション毎に沢山のデータセットが付け加えれれ

る。 

・日程計画 1.2.5.オープンデータ作成を実施する 

プロジェクト･オープンデータ･メタデータスキーマを使ってＮＡＳＡデータ・ポータル 

APIsを作成し、印刷できるように印刷フォーマットＰＤＬ JSONに変換する。情報資源を蓄積するた

めに、プロジェクト･オープンデータ･メタデータスキーマを使って公開データリストとＮＡＳＡデータ登

録（ＥＤＩ）を構築する。ＮＡＳＡ内の情報共有と再利用は NASA 情報アーキテクチャ管理(NIAM)で

行っている。この情報システムはＮＡＳＡのオープンガバンメント旗艦イニシアチブである。現在の

情報資源は 3000データセット http://data.nasa.gov/を超えている。ＮＡＳＡの科学技術プログラム

（ＳＴＩ）の文書は 400万冊を超えている。これらの国際武器取引規則（ＩＴＡＲ）や機微であるが秘指

定でない文書（SBU）はPrivacy Act of 1974に基ずいてＮＡＳＡのプライバシーデータをＮＡＳＡオー

プン・イノベーション・チームが守っている。 

・日程計画 1.2.6.顧客からのフィードバックプロセスを開発する。 

ＮＡＳＡは連邦政府ＣＩＯ協議会（CIO.gov）のデジタルガバンメント戦略・オープンデータ方針に近い

フィードバックプロセスを実行している。ＮＡＳＡのカスタマーエンゲージメントは NASAデータサイト

（data.nasa.gov ）とＮＡＳＡソフトウエアサイト（code.nasa.gov ）で行っている。code.nasa.gov の将

来計画は GitHub と協働して利用可能な APIs とソフトウエアの公開プロセスを作成する。NASAの

GitHub参加する人は メールアドレス（opensource@lists.nasa.gov）を利用してフィードバックするよ

うになる。 

・日程計画 1.2.7 データセット公開プロセスとを公開する。 

ＮＡＳＡのデータ公開プロセスはＮＡＳＡオープン・イノベーション・チームが各総局と協力してデータ

を収集し、ＮＡＳＡ法律顧問室（ＯＧＣ）の支援を得て評価する。データの公開はオープンデータ標

準の機械可読フォーマットにして data.nasa.gov サイトに公開されCRUD操作が可能になり、そして

data.nasa.gov から使えるようになる。（完了） 

戦略目的 2.既存の価値の高いデータとコンテンツを Web API を通じて利用可能にする。 

実施計画：2.1新しいオープンデータ、コンテンツ、ＮＡＳＡのWeb APIポリシーに準拠するための第

一候補として、価値の高いデータまたはコンテンツを含む少なくとも 2つの既存の主要な顧客対応

サービスの特定を顧客と連携して図る（完了） 

・日程計画 2.1.1.カスタマーエンゲージメント を実施する。 

NASAは、オープンデータの.カスタマーエンゲージメント 実施を 3段階で行う。 

https://obamawhitehouse.archives.gov/sites/default/files/omb/memoranda/2013/m-13-13.pdf
https://obamawhitehouse.archives.gov/sites/default/files/omb/memoranda/2013/m-13-13.pdf
https://en.wikipedia.org/wiki/Machine-Readable_Documents
https://km.nasa.gov/wp-content/uploads/sites/3/2016/06/Kadakia-Roopangi.pdf
https://km.nasa.gov/wp-content/uploads/sites/3/2016/06/Kadakia-Roopangi.pdf
https://data.nasa.gov/dataset/NASA-Enterprise-Data-Inventory-EDI-/r2ic-sbei/data
https://project-open-data.cio.gov/v1.1/schema/
https://data.nasa.gov/
https://www.weblio.jp/content/PDL
https://www.json.org/json-ja.html
https://project-open-data.cio.gov/v1.1/schema/
https://catalog.data.gov/dataset/nasa-public-data-listing
https://data.nasa.gov/dataset/NASA-Enterprise-Data-Inventory-EDI-/r2ic-sbei/data
https://data.nasa.gov/dataset/NASA-Enterprise-Data-Inventory-EDI-/r2ic-sbei/data
https://www.nasa.gov/nasa-open-data-projects
https://www.nasa.gov/open/plan/flagship-initiatives.html
http://data.nasa.gov/
https://www.sti.nasa.gov/
https://www.sti.nasa.gov/
https://nodis3.gsfc.nasa.gov/policy_letters/nm_1600-55_.pdf
https://nodis3.gsfc.nasa.gov/policy_letters/nm_1600-55_.pdf
https://nodis3.gsfc.nasa.gov/policy_letters/nm_1600-55_.pdf
https://en.wikipedia.org/wiki/Privacy_Act_of_1974
https://open.nasa.gov/about/
https://open.nasa.gov/innovation-team/
https://open.nasa.gov/innovation-team/
https://www.cio.gov/
https://www.cio.gov/fed-it-topics/modernization/digital-strategy/
https://www.avaya.com/jp/faqs/faq-detail-customer-engagement/
https://data.nasa.gov/
https://code.nasa.gov/
https://code.nasa.gov/
https://github.com/nasa
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9
https://github.com/nasa
mailto:opensource@lists.nasa.gov
https://data.nasa.gov/
https://open.nasa.gov/innovation-team/
https://www.nasa.gov/offices/ogc/about/index.html
https://open.nasa.gov/open-data/
https://open.nasa.gov/open-data/
https://www.doingdata.org/blog/data-machine-readable-format
https://data.nasa.gov/
https://ja.wikipedia.org/wiki/CRUD
https://data.nasa.gov/
https://qiita.com/NagaokaKenichi/items/df4c8455ab527aeacf02
https://qiita.com/NagaokaKenichi/items/df4c8455ab527aeacf02
https://www.avaya.com/jp/faqs/faq-detail-customer-engagement/
https://www.avaya.com/jp/faqs/faq-detail-customer-engagement/
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第 1段階は、code.nasa.gov ウェブサイトと data.NASA.gov ウェブサイトで行う。これらのサイトを使

って NASAがオープンソース利用活動、フォーラム、ＮＡＳＡ内外にオープンデータの開発、公開、

貢献を行う。 

第 2段階は、NASAの組織横断でオープンソースの概念、方針、活動に集中する 

第 3段階は、バージョン管理、問題の追跡、継続的な統合、文書化などの機能を持つ、オープンソ

ース開発と改善をスピードアップするソフトウェアツールを作成する。 

data.NASA.gov はＮＡＳＡのプロジェクトの広報に寄与する。 

NASAは GitHub をハブとして積極的に利用し、一般の人々と協力している。さらに、ＮＡＳＡのオ

ープンデータ（Open.NASA.gov）とデジタル戦略のへの国民のフィードバックを求めている。そして

開発者、技術者、起業家、市民の科学者など多くの人々が、NASAのデータを活用する新しい方

法を作り出して、宇宙と地球の探査に直接貢献することを支援している。ＮＡＳＡは、オープン・ガ

バメント活動とオープン・データ方針の一環として、年次国際宇宙アプリケーション・チャレンジのよ

うなコンテストで Open.NASA.gov への世界の市民からのアクセスの向上を図っている。このサイト

は data.NASA.govと code.nasa.gov 、NASA Softwareにリンクして、多くの宇宙プロジェクト（ミッショ

ン）からの約 3000データセットに市民は直接アクセス出来る。これらのデジタルプラットフォームと

チャレンジプログラムは、市民の NASA Open Government Plan.への参加も支援している。 

・日程計画 2.1.2.システム（データセット）のリストの作成する。 

現在以下のデータセットが公開されている。 

NASA Data API：各ミッションのサイトからのデータの機械可読フォーマット（ＡＰＩ）への変換インタ

ーフェイス 

ISS Live API：宇宙ステーション（ＩＳＳ）からの動画中継 ISS Live! のＡＰＩ 

ExoAPI ：ＮＡＳＡのウエブサイトへ容易にアクセスできる RESTful API。これは年次  国際宇宙アプ

リケーション・チャレンジのチームが使っている。このデータは太陽系外惑星サイト

（http://exoplanet.eu/）から送ら EXOPlanetology(http://exoplanetology.blogspot.com/)のデータか

ら提供されている。 

実施計画：2.2.Web APIを介して少なくとも 2つの既存の主要な顧客対応システムで高価値のデー

タとコンテンツを公開する（完了） 

日程計画 2.2.1. 将来計画を公開する。 

NASAは、地球市民のイノベーションを促し、人々の生活を改善するために、ＮＡＳＡのデータ、ソフ

トウェア、ツールを一般に公開することに努力している。 ＮＡＳＡは、身体障害を持つ人でも使いや

すくするよう義務付けられたリハビリテーション法第 508条に対応した機械可読ファイルの作成す

る方法を模索している。ＮＡＳＡの将来計画はＮＡＳＡのデータを利用する市民と市民と 1対 1で取

り組んで行く。 

国際宇宙アプリケーション・チャレンジには世界中の何千人もの市民デベロッパーがNASAのデー

タを使用して自分のコミュニティが直面している問題を解決する年次イベントで２０１３年から 2017

年まで 6回開催しました。 2013年には、83の市か 9100人以上が参加して、770のユニークなオ

ープンソースソリューションを作成しました。 2014年には 95から市 8000人以上が参加し、671の

ソリューションを作成した。ソルバーズには、大気、水、都市の汚染を監視し、環境事故を追跡し、

https://code.nasa.gov/
https://data.nasa.gov/
https://data.nasa.gov/
https://github.com/nasa
https://open.nasa.gov/
https://www.nasa.gov/digitalstrategy
https://science.nasa.gov/earth-science/earth-science-data/data-information-policy/
https://science.nasa.gov/earth-science/earth-science-data/data-information-policy/
https://science.nasa.gov/earth-science/earth-science-data/data-information-policy/
https://2017.spaceappschallenge.org/
https://open.nasa.gov/
https://data.nasa.gov/
https://code.nasa.gov/
https://software.nasa.gov/
file:///C:/Users/Z400/Downloads/2016_Plan.pdf
https://api.nasa.gov/#getting-started
https://www.doingdata.org/blog/data-machine-readable-format
https://github.com/nasa/api-docs/issues
https://www.issgovernance.com/
http://www.ncsm.city.nagoya.jp/astro/iss_live.html
https://www.youtube.com/watch?v=P7sSOSzvSdY
https://qiita.com/NagaokaKenichi/items/0647c30ef596cedf4bf2
https://2017.spaceappschallenge.org/
https://2017.spaceappschallenge.org/
http://exoplanet.eu/
http://exoplanetology.blogspot.com/
https://developer.ntt.com/ja/blog/5%E5%88%86%E3%81%A7%E5%88%86%E3%81%8B%E3%82%8BWebAPI
http://searchcrm.techtarget.com/definition/customer-facing
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%8F%E3%83%93%E3%83%AA%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E6%B3%95%E7%AC%AC508%E6%9D%A1
https://2017.spaceappschallenge.org/
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気象や健康関連の災害を市民に警告し、小惑星や天体を追跡する革新的な方法を作り出した。

NASAはこれらの取り組みに積極的に取り組んでおり、他の政府機関と協力して、長期計画を作

成している。地域のデータソリューションの導入も促進し、その活動を NASAのイノベーションに取

り込んで行く計画である。 

日程計画 2.2.2. 2つ以上のデータセットを Web APIで利用可能にする。 

1.システム名：NASA Data API 

NASA Data API は、カテゴリー、タグ、日付、検索語によって編集されたサイトからメタデータに戻

す機械可読インターフェースである。このＡＰＩにより、NASAが公開すデータ・リソースの創造的な

視覚化が可能になると期待している。 さらに、この技術の使用を通じて NASAの透明性、参加、

協働（オープンガバンメント）を拡大するよう努めている。 

2.システム名：Earth Observing System (EOS) Clearing House (ECHO) 

地球観測システム（Earth Observing System (EOS)の情報センター（Earth Observing System 

Clearing House (ECHO)は NASAの地球科学データ・情報システム（ESDIS）によって構築された空

間的および時間的メタデータレジストリと注文ブローカーであり、科学コミュニティが NASAのデー

タとサービスをより簡単に使用、交換できるようにする。これらのリソースの価値は、交換と相互運

用性の可能性が高まるにつれて高くなる。ECHOは他の団体と協力して NASA と一緒に地球科学

のメタデータを検索してアクセスする。 ECHOは、気候の変動と変化、炭素循環と生態系、地球表

面と内部、大気組成、気象、水とエネルギーサイクルなどのさまざまな科学分野と領域からのメタ

データを保存している。 

（次号に続く） 

 

 

 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/COLUMN/20100513/347972/?rt=nocnt
https://api.nasa.gov/
https://api.nasa.gov/
https://software.nasa.gov/software/GSC-14726-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%90%83%E8%A6%B3%E6%B8%AC%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0
https://software.nasa.gov/software/GSC-14726-1
https://software.nasa.gov/software/GSC-14726-1
https://earthdata.nasa.gov/

